
平成23年９月橋本市議会定例会会議録（第４号）その４ 

平成23年９月14日（水） 

                                           

      

（午後１時00分 再開） 

○議長（井上勝彦君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番14、９番 上田君。 

〔９番（上田良治君）登壇〕 

○９番（上田良治君）それでは、議長のお許

しをいただきましたので、これより一般質問

を始めさせていただきます。 

 まずはじめに、このたび台風12号によりま

して、災害によって亡くなられた方々のご冥

福をお祈りするとともに、被害に遭われ、不

自由な暮らしをされている方々に心よりお見

舞いを申し上げます。 

 まず、１番目の質問事項から始めさせてい

ただきます。消防団器具庫のトイレ改修につ

いておただしをします。 

 本市、橋本市の消防団については、橋本方

面隊７分団、高野口方面隊３分団が組織され

ており、計10分団消防団長以下585名の方々が

消防団員として活躍をされております。現在、

各分団の器具庫には、消防車両の車庫、詰所、

倉庫、トイレ、湯沸かし場などが設置されて

いますが、トイレについては格差が生じてい

ることから、早期に改善対策を講じていただ

きたく、質問をいたします。 

 トイレの形式は主に公共下水道に接続した

水洗トイレ、それから浄化槽を設置した水洗

トイレ、簡易水洗トイレ、あるいはくみ取り

トイレ、仮設トイレなどがあります。また、

和式・洋式トイレ、男女共同トイレ、男女別

のトイレなどもございます。各分団の現状は、

清潔できれいな水洗トイレを設置していると

ころと、仮設トイレで対応しているところが

ありますので、これらの格差を改善していた

だきたくお願いをしたいということでござい

ます。 

 また、公共下水道に接続できていない８箇

所の消防団器具庫のトイレを年次計画で２箇

所ずつ接続するという計画なんですが、これ、

市民の方には、くみ取りトイレは３年以内、

浄化槽設置の家庭は速やかに接続をしてくだ

さいと義務付けておることから、市としてこ

の年次計画で接続することについては、市民

に示しがつかないと思いますので、以下の質

問をさせていただきます。 

 ①供用区域の消防団器具庫トイレは、下水

道法に基づき接続されるのですか。 

 ②仮設トイレなどは衛生面や使い勝手が悪

いので、早期に改善していくことが望ましい

と思いますが、いかがお考えですか。 

 ③本市においても、初の女性消防団員が２

名入団されました。今後も女性に積極的な参

加を求めるには、環境面の整備やプライバシ

ーが守られる配慮が必要ですが、いかがお考

えですか。 

 二つ目の質問は、図書館の防犯対策につい

て質問したいと思います。 

 本市の図書館が７月20日教育文化会館５階

に新装オープンをされ、フロア全部が開架式

閲覧室として利用できるようになり、連日多

くの方が図書館を活用されております。図書

館には館内で閲覧されるものやあるいは貸し

出しされるもの、または貸出禁止となってい

るものもありますが、実情、所在が不明とな

っている不明図書が数多くあるようです。こ

れらの不明図書には、読者ニーズの高い貴重

な図書も含まれているのではないかと思いま
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す。また、借りたい方にとっては、それらの

本がないというのは実に不幸なことでありま

す。市民の貴重な税金で購入をしている蔵書

の不明図書防止への取り組みは、どのような

対策を講じているのか、以下の質問をします。 

 ①所在が不明となっている図書館資料は、

何点ありますか。 

 ②不明図書について、同じ本の補充はして

いるのですか。 

 ③不明図書の防止対策を考えているのです

か。 

 ３番目の質問は、市民プールの安全、衛生

面、監視員の配置についておただしをいたし

ます。 

 ７月31日大阪府泉南市の小学校の一般開放

されていたプールで同小１年生の男の子がお

ぼれて死亡した事故がございました。プール

の監視員を４人配置しなければならないとこ

ろ、１人しかいなかったことがわかりました。

プール監視員は遊泳者の事故が起こらないよ

うにするために常にプールと遊泳者の状況を

把握していかなければなりません。万が一、

事故などが発生した場合には速やかに対処す

る必要があります。プール管理業務を請け負

うということは、利用者の安全、衛生面、監

視員の配置を総合的に管理監督することが重

要であります。今期の橋本市民プールは、管

理監督ができていないと、利用者から苦情が

寄せられ、担当課に注意・指導をお願いしま

したが、その後も苦情がありました。今期の

橋本市民プールの状況は、どのような管理体

制となっていたのですか。以下の質問をいた

します。 

 ①今期の市民プールは、安全・衛生面、監

視員の配置など、管理監督ができていない状

況で運営されていたのは事実ですか。 

 ②市民プールの管理委託経費はいくらなん

ですか。また、過去３年間の平均受注金額と

比較した場合の経費対価はどのようになりま

すか。 

 ③来期の市民のプールの管理運営は、指定

管理者も含めて見直していく考えはあるのか、

お尋ねをいたします。 

 ４番目の質問は、指定管理者制度の見直し

についてでございます。 

 指定管理者制度は、平成15年６月の地方自

治法の改正によって創設された制度です。従

来、市民が利用する文化施設やスポーツ施設

などの公の施設の管理は、市が直接行うか、

市の出資法人や公共的団体に委託する管理委

託制度がとられていましたが、民間事業者の

能力やノウハウを幅広く活用し、住民サービ

スの向上と経費の削減を図ることを目的に、

指定管理者制度が創設され、民間事業者など

も管理を行うことが可能となりました。本市

においても、市民サービスの向上並びに経費

の削減につながることから、公の施設におい

て指定管理者を指定していますが、導入後い

ろんな問題点や課題が出ております。指定管

理者制度が導入をされ、各施設の指定期間も

一巡することから、全国的に見直しが行われ

ている状況にあります。本市においても、見

直しや継続、また公募か特命契約などの他の

市町村の状況やこれまでの経過を踏まえた上

で必要な見直しをしていただきたく、以下の

質問をいたします。 

 ①指定管理制度の成果と評価はどのように

行っているのですか。また、問題点や課題に

ついては、どう対処しているのですか。 

 ②文化スポーツ振興公社の管理件数及び指

定管理料の合計はいくらですか。 

 ③指定管理者の見直しなどの検討は考えて

いるのですか。 

 以上で、１回目の質問を終わります。よろ

しくお願いします。 

○議長（井上勝彦君）９番 上田君の一般質
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問に対する答弁を求めます。 

 消防長。 

〔消防長（神谷重廣君）登壇〕 

○消防長（神谷重廣君）消防団器具庫のトイ

レ改修についてのご質問についてお答えしま

す。 

 はじめに、供用区域の消防団器具庫トイレ

の下水道法に基づく接続については、下水道

法第11条の３水洗便所への改造義務等により

下水の処理を開始すべき日から３年以内に、

その便所を水洗便所に改造しなければならな

いとなっています。公共下水道の供用が開始

された区域の消防団器具庫については、下水

道法に基づき接続すべきであり、器具庫に付

随するトイレにあっては、改修を進めてまい

りました。 

 しかしながら、簡易トイレについては、未

接続の器具庫があります。平成23年１月臨時

議会で下水道に８箇所接続できていないと答

弁していますが、現在８箇所中、本年度に２

箇所接続し、未接続が６箇所になります。６

箇所中、４箇所については接続可能で、２箇

所については、調査の結果、未整備地域のた

め接続できません。接続可能な４箇所につい

ては、関係部局と調整し、計画的に接続工事

を進める予定です。今後、新たに供用開始さ

れる地域についても、計画的に接続工事を実

施したいと考えます。 

 次に、２番目のご質問ですが、議員ご指摘

のとおり、簡易トイレ等は衛生面や使い勝手

の問題はあると考えています。旧橋本の器具

庫は簡易トイレが大半ですが、これまで使用

頻度が低くほとんど使用されていない状況で

す。また、トイレの設置していない器具庫も

あります。設置していない理由として、毎年

消防団幹部が市内すべての器具庫点検及び要

望調査を実施した結果、他の優先要望があり、

トイレについての設置要望が低かったことも

あります。また、器具庫によっては、公共施

設や区等の施設の敷地内あるいは付近に設置

しているため、それらのトイレを借用してい

ます。 

 今後は、スペース的なこともありますが、

地元団員等と協議を重ね、地域の状況に応じ

た整備を検討してまいりますので、ご理解の

ほどよろしくお願いします。 

 次に、３番目の女性消防団員の入団につい

てですが、本年７月１日橋本市第６分団に女

性消防団員が２名入団されました。地元団員

が急遽退団され、地域の高齢化が進み、新規

の入団希望者がなく、以前から欠員があり、

分団内の組織変更を検討していたところ、本

人たちの強い申し出があり、入団していただ

きました。活動については、安全面を考慮し、

火災予防、消防団活動の普及啓発及び災害時

の後方支援をお願いしています。 

 全国的に男性消防団員数が減少する中、女

性消防団員数は年々増加しています。消防庁

は団員定員の10％まで女性の割合を増やそう

とする方針を打ち出しています。なお、男性

団員が災害時の活動を期待されるのに対し、

女性団員は火災予防、応急手当等の普及啓発

活動を大いに期待されています。今後、橋本

市においても積極的に女性消防団員を推進し

たいと考えています。 

 女性の積極的な参加を進めるには、環境面

の整備やプライバシー等の配慮が必要ですが、

現状すぐに器具庫の改修整備は難しく、今後、

女性消防団員の意見を生かしながら、検討し

ていかなければならないと考えますので、ご

理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）教育次長。 

〔教育次長（山本芳弘君）登壇〕 

○教育次長（山本芳弘君）はじめに、図書館

蔵書の不明図書防止への取り組みについてお

答えいたします。 
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 一点目の所在が不明となっている図書館資

料は、本年９月１日現在、673点ございます。

所在不明となる理由は、所定の場所以外のど

こか別の場所へ置いた場合、または貸出手続

きの際に何らかのミスにより、貸出記録がな

されずに利用者の手元にわたってしまった場

合、またデータに記録をせずに破損・汚損の

本として扱った場合などがあります。その他

に、無断で持ち去られてしまって所在不明と

なる場合もあります。所在不明については、

２年に１回の蔵書点検作業を実施して、デー

タ記録上の所在不明件数を集計します。次の

蔵書点検までの２年間は、その所在不明の追

跡調査を継続実施しております。 

 続きまして、市民のプールの管理運営につ

いてお答えいたします。 

 市民プールの管理運営業務につきましては、

指定管理者である、橋本市文化スポーツ振興

公社が過去５年間民間業者に業務委託してき

ましたが、今年度は経費削減とサービスの向

上をめざし、直接この業務に携わりました。

今期の市民プール管理運営業務に関し、電話

やメールで市民の方から安全・衛生面、監視

員の配置等について苦情や問題点のご指摘を

いただきました。これらの苦情や指摘に対し、

迅速に状況の把握と事実の確認に努め、安

全・衛生面や、監視員配置等において、問題

点があるところは適宜市民プール管理運営の

当事者である橋本市文化スポーツ振興公社に

その任を果たすよう指示をしてきたところで

す。 

 次に、二点目の不明図書の同じ本の補充に

つきましては、利用者のニーズに合わせて行

っています。貸出請求があって、所在不明で

ある場合は、２日ほどの追跡調査をして、発

見できない場合は、県立図書館に貸出依頼を

し、利用者へ貸し出しをしています。再度の

貸出請求がある場合、もしくは、購入希望が

出た場合などは、新たな購入の手続きをとっ

ております。 

 次に、二点目の、今年度の市民プール管理

運営業務に要した経費の件ですが、今年度市

民プールの営業日は、７月９日から９月４日

までの58日間であり、終了して約１週間の現

時点ですので、確定した決算が出ておりませ

ん。したがいまして、概算となりますが、今

年度経費は、約812万円と見込んでおります。

そして、ご質問の過去３年間の委託費は、決

算ベースで、平成20年度634万2,000円、平成

21年度793万3,332円、平成22年度717万222円

となっております。しかし、平成22年度は特

別な事情が生じたため、管理運営業務に要し

た経費は、監視員人件費63万5,925円を加えて、

780万6,147円となります。また、今年度経費

を過去３年間の53日営業日ベースに換算しま

すと、先ほどの金額が約795万円となり、これ

は平成20年度と比べて、約160万円多く、21

年度、22年度とは同程度の額と考えられます。 

 次に、三点目の不明図書発生の防止対策と

いたしましては、市内の幼稚園・小学校の図

書館見学の際に、利用案内とともに本の戻し

方を説明したり、中学生等の職業体験学習の

ときに所在不明図書の追跡調査を体験してそ

の苦労を実感していただくとか、日ごろのカ

ウンター業務では、閲覧室内でのフロアワー

クを重視して、書架の本の配架と配列に心が

けるとか、貸出手続き上の作業ミスに気づけ

る練習や説明をしたりしております。 

 なお、利用者自身が安心して、安全に図書

館を利用できることを最優先と考え、日常的

な閲覧室内における防犯対策として、利用者

自身の貴重品を保管するための鍵付きのロッ

カーを２台36人分を設置いたしました。 

 次に、市民プールを含みます橋本市運動公

園の管理運営は、平成22年12月定例議会の議

決により、平成23年度から平成27年度までの
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５年間、橋本市文化スポーツ振興公社を指定

管理者に選定して、基本協定に基づき、その

業務を行わせているところです。来期の市民

プールの運営のあり方につきましては、指定

管理者である文化スポーツ振興公社と教育委

員会が今年度の実績と問題点を検討する協議

の場を設け、この協議内容を基本協定で提出

を義務付けしております来年度の事業計画に

反映させるよう、努めてまいりますので、ご

理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）理事。 

〔理事（吉田長司君）登壇〕 

○理事（吉田長司君）はじめに、指定管理者

制度の成果と評価方法及び問題点や課題に対

する対処方法についてお答えします。 

 まず、指定管理者制度の成果については、

地方自治法第244条の２第７項の規定に基づ

き、毎年度終了後、当該公の施設の管理の業

務に関して事業報告を作成して提出してもら

うこととしています。そして、提出された事

業報告書をもとに、当該公の施設を所管する

部署において施設の管理運営状況をチェック

し、問題点や課題があった場合は、指定管理

者と協議し、改善を図っていくこととなって

います。平成20年４月には、評価方法及び問

題点や課題に対する対処方法について、橋本

市指定管理者制度モニタリング実施マニュア

ルを作成し、モニタリングに関する役割分担、

定期的・継続的なモニタリングの実施、モニ

タリングの枠組みの明確化、適正サービスの

安定的・継続的な提供の確保、の四つを柱と

した基本的な考え方を示し、公の施設の管理

運営の適正化を図っています。モニタリング

の基本的な流れは、指定管理者から提出され

た事業計画書をもとに毎月の業務報告書で施

設の管理運営状況を点検し、そして毎年度終

了後に提出される事業報告書により、最終的

に、市が仕様書等で示した条件が満たされて

いるかの点検を行い、満たされていない場合

は業務改善の指示や実地調査を行うなど、対

処することとしています。 

 次に、橋本市文化スポーツ振興公社の管理

件数及び指定管理料の合計についてお答えし

ます。 

 平成23年４月１日現在、本市では15施設に

指定管理者制度を導入しており、このうち、

橋本市文化スポーツ振興公社が指定管理者と

して管理運営している施設は、橋本市運動公

園及び橋本市運動公園内にあるプール、テニ

スコート、多目的グラウンドと橋本林間田園

都市駅駐輪場、産業文化会館及び温水プール

の７施設で、これら７施設の指定管理料の合

計は、平成22年度決算額で、8,877万4,000円

になります。 

 最後に、指定管理者の見直し等についてお

答えします。 

 本市は、平成18年３月の旧橋本市と旧高野

口町の合併を機に、新たに16施設で指定管理

者制度を導入し、公の施設の管理運営方法に

ついて見直しを図ってきました。しかしなが

ら、そのほとんどは従前の管理委託制度時の

受託者と非公募で特命契約を交わしていたた

め、平成19年11月に橋本市指定管理者制度運

用指針を見直し、指定管理者の選定にあたっ

ては、橋本市公の施設の指定管理者の指定の

手続に関する条例第４条の規定に基づいて、

公募することを原則とし、指定管理者制度の

導入目的である、民間活力を活用した市民サ

ービスの向上や経費削減に取り組み、その効

果が十分に発揮されるように見直しを図って

きました。 

 現在、新規に指定管理者制度を導入する場

合は、公募を原則として検討し、既に指定管

理者制度を導入している施設が指定管理期間

の満了を迎える場合、公募により決定したも

のについては公募を原則としますが、特にこ
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ども園等、指定管理期間が長期間のほうが望

ましい施設については、管理運営状況を分析

し良好と判断した場合に、再度再指定を前提

に調整を行ってまいります。その他の理由で

再指定が困難であると判断した場合は、公募

を原則とした中で、それぞれの施設の設置目

的や特性等を十分に考慮し、適宜見直しを図

っています。また、既に公募を実施している

４施設以外に、今年度新たに２施設において

公募を実施しており、本会議において指定議

案を上程することになっております。 

 なお、現在、橋本市文化スポーツ振興公社

が指定管理者となって管理運営している施設

については、８番議員に答弁させていただい

たように、存続を限定とした考え方で進めて

いく考えです。 

 指定管理については、今後も公募の実施だ

けに限らず、再指定も含め、指定管理者と連

携を図りながら、引き続き市民サービスの向

上を図るために取り組んでいきたいと考えて

おりますので、ご理解のほど、よろしくお願

いいたします。 

○議長（井上勝彦君）９番 上田君、再質問

ありますか。 

 ９番 上田君。 

○９番（上田良治君）それぞれご答弁をいた

だいて、ありがとうございます。 

 まず、消防団器具庫のトイレの改修につい

てから順次再質問させていただきたいと思い

ます。 

 消防長から答弁をいただきまして、①消防

団器具庫のトイレは、公共下水道法に基づき

接続をされるのですかということで、８箇所

のトイレを計画的に下水道につなげていくと

いうことなんですが、これは、だいたいこの

８箇所のトイレの総予算どれぐらいになって

おりますか。 

○議長（井上勝彦君）９番 上田君の再質問

に対する答弁を求めます。 

 消防長。 

○消防長（神谷重廣君）予算については、今

年については、１基90万円ぐらいの予算を組

んでおりました。今年の実施では、１基につ

き。８箇所で。トータル計算はしていません

けども、今年は２箇所で１基90万円の予算要

求をして、予算付けいただいております。１

基90万円だから、２基でしたので180万円とな

ります。 

○議長（井上勝彦君）９番 上田君。 

○９番（上田良治君）ありがとうございます。

今年、岸上ですか、消防器具庫のトイレを接

続に90万円という予算ということで、執行さ

れたみたいなんですが、１回目の質問で言う

ているのは、市民の方には公共下水道が来て

いる、供用している地域については３年以内

と、くみ取りのところにはなるべく早くつな

いでくださいよと示しながら、公共のトイレ

については、お聞きしていますとこれ、10年

以上たっているところもあるでしょう、10年

から。そんなに期間がたっている中で、これ

は、90万円８箇所で計算しますと720万円です

か、相対的に1,000万円まででできる工事であ

るんでしたら、これはもう単年度で補正をし

ながらでもやっていくことが大事違うんかな

ということで、お聞きしたいと思うのですが、

どういうふうなお考えを持っているのですか。 

○議長（井上勝彦君）消防長。 

○消防長（神谷重廣君）その件につきまして

も、先ほどもお答えしましたとおり、関係部

局と十分調整しながら進めていきたいなと。

ただ、トイレの改修ばかりにお金をかけます

と、他の47箇所の器具庫の管理にも支障が出

てくるのではないかなと。というのは、47箇

所の器具庫がございますので、それについて

もすべて計画的に、消防車の購入あるいは庁

舎の改修等順次しておりますので、その辺も
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含めて限られた予算の中で、下水道法に基づ

く中で進めていきたいなと考えます。下水道

法に基づいて、３年以内に、できるものから

やっていきたいなと思いますけど。 

○議長（井上勝彦君）９番 上田君。 

○９番（上田良治君）下水道法に基づいて、

してないのでね、当局側が。市民の方には３

年以内ってこう、言うてるんでしょう。これ、

一番古いところで何年たっているんですか、

もう下水道工事が終わって。14年ぐらいたっ

ているところもあるん違いますか。 

○議長（井上勝彦君）消防長。 

○消防長（神谷重廣君）その辺については、

年数についてはきちっと掌握してないんです

けども、うちで調べた中では３年以上経過し

ているのが、正味トイレある中で１箇所だけ

になるんですけれども。何年というのは、そ

ういう年数は、３年を過ぎているのが１箇所

ということになります。それ以外については

まだきちっと、過ぎたものについてはござい

ません。 

○議長（井上勝彦君）９番 上田君。 

○９番（上田良治君）10年以上も供用になっ

てたっているというところも、私聞いている

んやけどもね。その辺で、３年以上たってお

っても、これはもう下水道法に基づいてない

ということなので、これについては市長部局

でもこれ予算付けていただいて、早期に一発

でできるような方向をとったってほしいんで

す。そうやないと市民に示しがつかないんじ

ゃないですか。３年以内、あるいは早期に接

続してくれとこう言うとる中でね。この辺に

ついてどうですか。 

○議長（井上勝彦君）上下水道部長。 

○上下水道部長（鈴江利夫君）一点、誤解が

あったらいかんのでご説明させていただくの

は、まずトイレ自体がついてないところがも

ともとありまして。設置されていませんので、

そこのところにつきましては、消防と協議を

させていただきまして、当初段階で下水道本

管が入ってもそこを供用開始という形では、

物事としたら、告示をしておりませんので、

という状況がありまして。随時その、トイレ

の設備なり排水設備が行われたら接続してい

くというところの箇所もございますので、そ

の辺はご理解いただきたいと思います。それ

で、先ほど言われる３年以内の話には該当し

ないところもございます。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）理事。 

○理事（吉田長司君）消防関係の予算でござ

いますが、それにつきましても単年度予算、

それから計画的な予算も実施計画に出てくる

わけでございます。ということで、以前にも

公共施設にも接続されてなかったということ

で、計画的にした経過もございます。言われ

るように３年以内にしなければならないとい

う下水道法が守られていないというところに

ついては、本当にございます。ただ、消防の

ほうでも、予算の優先順位という中で、トイ

レの使用頻度等も含めてちょっと優先順位が

低くされていたということがございます。と

いうことで、何もかもすればいいんですけれ

ども、そういうことも含めて、この場ですぐ

つけますとは言えませんけども、一度予算計

画について、協議はそれも含めて協議してい

きたいなと考えてございますので、ご理解の

ほどよろしくお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）９番 上田君。 

○９番（上田良治君）先ほどの上下水道部長

の答弁で、トイレついてないとこって、これ

８箇所については皆トイレ今ついているとこ

でしょう、消防長。それをつないでないんで

つけていくということでありますのでね、こ

れは。今トイレ全部あるんですよ、８箇所は。

今言うているところはね。それが３年以上た
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ってるところがあると。だから早く、水道法

に基づいて接続されたらどうですかと。何年

もかけてやらんと早くしたらどうですかと、

こう言うとるんで、その辺誤解のないように

していただきたいと思います。そういったこ

とで、今後単年度で接続していくという、ま

あ単年度では難しいのかもしらん、予算の関

係上かわからないけど、1,000万円要らないと

いうことなんでしょう。それについては、十

分協議していただいて、なるべく市民に示し

がつくような形で行っていただきたいとお願

いしておきます。 

 ２番でございます。これは別個に考えてほ

しいんやけども、これは８箇所もう、下水道

につなげるんやけど今までつなげてなかった

というそういうトイレと、それと今、仮設ト

イレもある、あるいは消防納庫については、

トイレもないようなところもあるということ

でご答弁いただいとるんやけどもね、このこ

とについてもまあ予算もかかってくるという

ことで、そしてくみ取り式を簡易水洗にした

ら、場所的なもの、合併浄化槽を埋めたり、

そういった場所も必要になってくるという、

そういうところもあるし、いろんな問題があ

ると思います。それから、また休止区域にな

っているところもあるしね。まあ、そういう

ところでいろいろと格差というものは、今後

ずっと下水につないでいったら広がっていく

と思うけれども、その辺はやっぱり十分考え

ていただいて、順次進めていただきたいなと

思ってございます。 

 それと、今、消防納庫の隣接、いろんな集

会場とか隣接している地域については、その

トイレを利用したりしているということで、

いろいろ、要望が上がっていないということ

もお答えでいただいたんですが、そういうと

ころは、隣接しているところはそれでいいん

ですけども、全くそういったところがないよ

うなところ、あるいは今使えないようなとこ

ろもございますのでね。そしてまた、その隣

接で公共施設のそういうトイレなどを使える

ような場所があれば、そこを貸していただけ

るというか、そういうふうな働きかけも今後

していってもらいたいのですが、その辺につ

いてどのようにお考えですか。 

○議長（井上勝彦君）消防長。 

○消防長（神谷重廣君）その件につきまして

は、例年行っております消防団の器具庫の点

検を来月、10月に団幹部と消防本部で実施す

る予定でございます。その際に関係する消防

団員との十分聞き取り調査を行い、来年度の

予算、また次年度の予算に進めていきたいな

と。その中でも、トイレの周辺にないところ

についても、近くでそういう借用できるよう

なところがあれば、協議していきたいなと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（井上勝彦君）９番 上田君。 

○９番（上田良治君）ありがとうございます。

よろしくお願いしておきます。 

 ③番に移りたいと思います。今後、女性消

防団員もどんどんと全国的にも増加しておる

と。その中で、本市といたしましても、本市

の消防団も10％まで女性を活用していきたい

なというようなご答弁いただいたと思うんで

すが、そういった中で今後ともいろいろと環

境面の整備とかプライバシー、そういったも

のが守られる配慮というもの、必要やと思い

ますので、これからも女性を受け入れる体制

を整えていただきたいと思います。そしてま

た、消防署も含めてね、これは。消防署もや

っぱりこれからは女性をどんどんどんどん採

用できるような、環境面あるいはロッカーの

整備とかプライバシーが守れるような配慮を

とっていただきたい。前にもこれは質問した

ことがございますが。そういったことで、今
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後、いろいろと協議検討していただきたいと

思います。要望しておきます。ありがとうご

ざいます。 

 ２番目の図書館の防犯対策について再質問

をさせていただきます。673点ですか、原因が

不明、図書の不明ということで、あるという

ことなんですが、これは総額、金額は出てく

るかどうかわからんのやけど、どのぐらいの

被害金額になるんですか。 

○議長（井上勝彦君）教育次長。 

○教育次長（山本芳弘君）一応この673冊で約

240万円ぐらいになります。本の定価ですけれ

ども。673冊不明になっている書籍の、定価ベ

ースでいきますと、243万円になります。 

○議長（井上勝彦君）９番 上田君。 

○９番（上田良治君）673点。これは、２年に

１回ですか、棚卸し、何かしてるみたいなん

で。２年に１回で673点の240万円と理解させ

てもうてよろしいですか。２年で。 

○議長（井上勝彦君）教育次長。 

○教育次長（山本芳弘君）はい。ただ、例年

はもうちょっと本当は少ないんです。といい

ますのも、本年は、先ほどの回答の中で、質

問いただきました７月にリニューアルオープ

ンを行っております。その間、図書館の蔵書

につきましては、橋本小学校の部屋を借りた

りとか、分散して置いておりました。その関

係で、点検作業が全くその間進んでおりませ

んでした、実際のところ。通常ですと、その

間にも進めておりますので、その600という数

字よりも少ない形にはなるんですけども、そ

ういう経過もありまして、今回につきまして

は、この９月１日時点で673冊の不明があると

いうところでございます。 

○議長（井上勝彦君）９番 上田君。 

○９番（上田良治君）②番の図書について同

じ本の補充、これは県立図書館とかいろいろ

補充をしていただいておるということで、ま

た購入も要望があればしていただいておると

いうことで、それも結構なんですが、③番の

図書防止対策についてどんな考えがあるのか

なということで、いろいろと言っていただい

たんですが、この中でブックディテクション

システムというんですか、図書の無断持ち出

しを防ぐためのシステムですね。こういった

ものがあるんですが、この240万円、これの被

害というものがあるんですが、こういうシス

テムを導入したらどうなんかなと思う。それ

よりもシステム導入するほうが費用が高くな

ってくるのかどうか、そんなん検討されたこ

とがございますか。 

○議長（井上勝彦君）教育次長。 

○教育次長（山本芳弘君）済みません。私の

先ほどの説明不足で、673冊というのは９月１

日時点での数字になります。通常、先ほど議

員のおただしにもありましたように、年に一

度は全点検をやっております。その中で先ほ

ども答弁させていただきましたように、入れ

間違い等もございます。ですので、最終的に

は、不明というのはだいたい300冊ぐらいにな

ってまいります。その半数はだいたい見つか

るという形で、なっております。 

 それと、今現在、今回質問をいただきまし

た対策につきましても、一定、ＩＣタグを使

った形での検討、これ一番簡単に言うたら、

飛行場での、通ったらブザーが鳴るという形

のものになるんですけども、この場合は蔵書

数のすべてにチップつけなくてはいけないと

いう形で単価的にだいたい150円、一つの本に

要ります。これが、13万冊としても、13万4,000

冊ですか、変えたらだいたい2,000万円程度に

費用がなってまいります。それとあと、ゲー

トの部分の設置購入等合わせたら500万円か

ら700万円の費用で、初期投資がだいたい

2,500～2,600万円、それに対してそこに伴う

人件費がプラスされてくると。翌年度からは、

139 



5,000冊買えば、5,000×150円＝75万円プラス

人件費という形になってまいるんですけど、

あまりにも初期投資が大きいということもあ

って、本市の図書館規模であれば、なかなか

導入も難しいと。 

 それと、あと大規模図書館のほうにおきま

してはガードマンの配置というのもやってお

ります。これもやはり人件費、相当委託料と

いうのはかかってまいります。どうしても、

機械だけに頼っての防犯という考え方と、そ

れから現在も職員が館内を回らせていただい

ております。職員においての巡視防止対策を

とらせていただいてるのが、本市の方法とし

てやらせていただいているところでございま

す。その場合には、やはり、その回ることに

おいて、利用されている方とのコミュニケー

ションも図っていけるということも考えて、

気持ちよく図書館を利用していただきたいと

いうことも含めまして、現在のところ、費用

等のところからも考えて、一応、職員が回る

ことで、そういう施設備品や管理など、防犯

対策も含めて対応させていただいているとい

うところが現状でございます。 

○議長（井上勝彦君）９番 上田君。 

○９番（上田良治君）ありがとうございます。

それと、いろいろと児童生徒たちの啓発活動

も行っていただいておるということなんです

が、今後については貸し出しを禁止する本、

こういったもの、あるいは館内で閲覧のみと

なっている本もあるので、そういった本をな

るべく少なくするということで、その対策に

もつながっていくようにも思いますので。そ

れと、貸出制限ですか、これも今まで何冊や

ったか、これ30冊に今増えとるんかな、そう

いったことでも、いろいろと不明図書もなく

なってくるんじゃないかなと思いますんです

が、今度の棚卸しの時期には、大きくこの不

明図書が減ったと答えをいただけるような報

告を期待して、これはこれで終わっておきま

す。ありがとうございます。 

 次に、市民プールの安全管理でございます。

いろいろとお答えいただいたのですが、今期

の市民プールの運営の中で、いろいろと問題

があったということで、私も市民の方からい

ろいろと苦情、そういったものを承ったわけ

でございます。そんなわけで、衛生面、環境

面とかいろんなことについてもあるんですが、

その都度、教育次長も行っていただいていろ

いろと指導に当たっていただいたということ

もお聞きしてございます。 

 そんな中で、今回一番重要視していること

は、大阪の泉南市で１年生の男子の子がおぼ

れて亡くなった、何でやというたら、監視員

の人がおれへんだと。それで調べてみると、

今期のプールにおいても、監視員の配置が維

持できない人員体制となっておったというこ

と、それと監視員が持ち場を離れていなくな

っておった、それと監視員が居眠りをしてお

ったとか、いろんな報告をいただいて、これ

らの報告というものが事故につながらんでよ

かったけども、本当にこの監視員というのは

大事なことでありますので、その辺のところ

については、これからもきっちりと指導、協

議していただきたいと思うんですが、このこ

とについては、起こったことは事実としてお

認めされておるんですか。 

○議長（井上勝彦君）教育次長。 

○教育次長（山本芳弘君）はい。確かに市民

の方から、監視員の数が足りないのではない

かという形で連絡を受けております。この点

につきまして、文化スポーツ振興公社のほう

に確認をさせていただきました。先ほど、議

員のほうからおただしがありましたように、

人数が足りないという点につきましては、利

用される方から浮き輪のほうに空気を入れて

ほしいという申し出があって、その時点で持
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ち場を離れて空気を入れに行ったという形で、

本来ほかの監視員であいた者を呼べばよかっ

たんですけども、その利用者の方から声がか

かったということで、本来はその場所におる

べきところなんですけども、一時的に離れた

という点がございます。それと、あと監視員

が早退した日に、早引けした日がありました。

その日に、次のかわりの監視員が本来配置を

して帰るという形をとるべきところなんです

けども、そこにタイムラグが生じまして、実

際ちょっと配置につくまでの間が、やはり監

視員がそこに不在になったという時間もござ

います。それについては、一定、市のほうに

きちんと報告をいただいております。 

○教育次長（山本芳弘君）平成23年度、今年

の分で、若干ちょっと日にち先ほど申しまし

たように普通の年より５日間延ばしておりま

す。４日間ですか。その点で、合計金額で、

1,109万4,680円というのが今年のプール利用

料金の収入になってございます。 

○議長（井上勝彦君）９番 上田君。 

○９番（上田良治君）指定管理者になってか

ら、利用料もその管理者の収入となっている

ことから、これを生かしながらサービス面も

向上していただくということで、利用率も高

めていただかなければならないと思うんです

よ。そういったことで、当局側としても、利

用率を高めているそういった施設については

報酬も増額していくような、そういったこと

も考えていかなければならないと思います。

管理委託経費の削減が、指定管理者に移行さ

れても、あんまり削減されたというように、

私からは思えないんですよ。それで、今回の

委託経費というものが妥当であるのかどうか。

これは、どういうふうにお考えでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）９番 上田君。 

○９番（上田良治君）そういったことで、浮

き輪に空気を入れていた、これは浮き輪に空

気を入れる人は入れる人で、そういう人はお

られるんでしょう。監視員のその配置を、そ

れからその立場を離れて、親切だったんでし

ょうが、浮き輪の空気を入れて１人現場から

離れたということですね。そういったことで

あるので、こういう事故がつながるというこ

と、不運がつながるというかな、大阪の事故

でもそうですよ。監視員がおらなくておぼれ

ている人を助けられなかった。そういったこ

とで、今後については、来期の市民プールの

運営についても十分管理者と協議をしていた

だいて、助言とかもお願いしたいと思います。 

○議長（井上勝彦君）教育次長。 

○教育次長（山本芳弘君）この金額につきま

しては、先ほどもご答弁させていただきまし

たように、ここ３カ年の委託費がございます。

若干、21年度と比較すると高いという面が出

ておりますけども、その中で一定の額として、

本年、昨年の額と比較した中では概ね委託費

等ほとんど変わってないという状況の中で、

文化スポーツ振興公社のほうで、やはり今後

もサービスの向上、それから経費の削減に当

たり、市民の方が利用していただく場合にあ

たって、快適に利用していただける施設とし

て運用していたいていくというところも十分

指導させていただくとともに、そういうこと

であれば問題はなかったという解釈をしてお

ります。 

 それから２番ですね。過去３年間の平均受

注、これが160万円、本年度の費用が管理委託

経費812万円ということで過去から比べてあ

まり変わりがないということなんですが、こ

れ、利用料も指定管理ということで取ってい

るんでしょう、今、文化スポーツ振興公社。

利用料というのは、年間、今年、どれぐらい

になっていますか。 

○議長（井上勝彦君）教育次長。 ○議長（井上勝彦君）９番 上田君。 
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○９番（上田良治君）今期のプールですね、

市民サービス、これはもう大きく低下してお

るというか、その監視員の問題とかいろんな

環境面の問題で。そういったことで、委託経

費についてもあまり変わりがないということ

で、やはり、民間活力を入れて競争力をつけ

ていくような形をこれからとっていかななら

んのちゃうかなというように思いますので、

今後、契約の期限というものがあるんやろう

けど、それを過ぎるまでにはきっちりとそう

いったことも協議しながら、推し進めていた

だきたいと思います。 

○教育次長（山本芳弘君）運動公園の指定管

理という解釈でとらえさせていただいてよろ

しいんですか。それとも、市全体での。産業

文化会館のみの指定管理としての考え方での、

させていただいたらよろしいですか。はい、

済みません。 

 一応そこにつきましては、平成22年度から

３カ年の契約という形で指定管理やっており

ます。その中で、先ほどからも理事のほうか

らも答弁させていただきましたように、文化

スポーツ振興公社につきましては、その考え

方の中で引き続いて継続するかしないかとい

う中の判断として、こども園については、そ

ういう特殊な事情があるという形でされてお

るところですけども、一定、そこの中で大き

な支障がない限りは、引き続きという考え方

も持っております。 

 それと、指定管理者制度の見直しについて、

なんですが、このことについては、①番、問

題点、課題点これはいろんなところで今、発

生をしてございます。そういった中で指定管

理者は施設の利用料、そういったものを収入

で得られるということで、サービスの向上を

図っていかなならんと、市民に還元をしてい

くということ、こういうことがこれから責務

になってくると思うのですが、問題点や課題

など、こういったものが協定を結んでいろい

ろと交わしていると思うのですが、事前行為

を規制するために協定を交わした中で、管理

者に不正の行為があった場合は、いろいろと

指定期間満了の取り消しとか、そういう厳し

いことも訴えておると思うんですよ。そうい

った中で、今回、産業文化会館の指定管理者

の嘱託職員が公金を横領されたと。そういっ

た中で、この問題について、協定を交わして

おる中では、責任をどう行政が見ておるのか。

また、自治体の事業としてこういうことを行

われているのですが、これは行政側としても

最終的な責任があると思うんです。こういう

ことについて、どのような協定、契約を交わ

して、その文句となっておるのか、お聞かせ

ください。 

 済みません。ちょっと質問のほう、ちょっ

ときちっとようとらえられていませんでした。 

○議長（井上勝彦君）理事。 

○理事（吉田長司君）産業文化会館のプール

につきましては、平成23年度から直営から指

定管理にかわっております。済みません、22

年度です。その事件について、22年度指定管

理になってからでも、２カ月から３カ月程度

はそういうことを行っております。というこ

とで、文化スポーツ振興公社のほうも告訴は

しておりまして、40数万円だったと思います

けど、それについては全額返済されておりま

す。ということで、指定管理上の協定の中で、

指定管理者がそれを負うような部分はござい

ません。ただ、影響としまして、その以前の

経営状況から指定管理料を設定してございま

すので、その影響が横領部分の部分も入って

いますので、今後の指定管理料の額の決定に

は、来年度にそれを反映させなければならな

いという状況がございまして、指定管理者と

して責めを負う部分はこの事件に対してはご○議長（井上勝彦君）教育次長。 
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ざいません。 

 以上でございます。 

○議長（井上勝彦君）９番 上田君。 

○９番（上田良治君）わかりました。それで

は、③に移らせていただきます。 

 指定管理者全体で言いますと、今のところ

特命契約が非常に多いということで、15施設

ですか、いろいろと施設あるんですが、こど

も園あるいは介護施設などについては、特別

な理由があって、民間のほうでやられておる

んですが、やはりコスト削減ということを考

えた場合は、これからやっぱり民間、そうい

ったものに活力を与えていくためにも、やは

り大きく公募していくことが重要なことであ

ると思います。そういった中で、問題点もい

ろいろと、障壁というものも行政側にもいろ

いろとあると思うんですが、雇用の問題です

ね。雇用の問題も、仕事がこれからどんどん

どんどん民間に、この指定管理者が移行する

ことによって、管理者も法人、文化スポーツ

振興公社も、これは解体していくことになる

ということになってきたら、やはりその職員

の問題ですね、そういったものも発生するし、

働いておる従業員、これ40名からいてるでし

ょう。そういった方の、どないするんかとい

う進退問題もございますので、その辺のとこ

ろを十分にクリアしていかんと、民間にどん

どんどんどん移行していくことがなかなか難

しい壁になってくると思うんで。だから、今

後、民間に公募していく場合においてでも、

受け持った管理者に今の指定管理者の職員を

引き続いて雇ってもらえるような、そういっ

た契約の方向も、方向というか交わしごとも

していることも大事やと思うんですよ。雇用

の努力義務を促していくということですね。

今の職員とか、雇っている従業員をね。そう

いったことも大事だと思うんですよ。クリア

していかんと、これは前に進まないと思いま

す。厳しい財政状況の中、行政コストを控え

つつ、良質な公共サービスを今後とも前進し

ていただけるようお願い申し上げまして、質

問を終わります。 

○議長（井上勝彦君）これをもって、９番 上

田君の一般質問は終わりました。 

                     

○議長（井上勝彦君）これにて一般質問を終

結いたします。 

 以上で本日の日程は終わりました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

（午後２時１分 散会） 

                                          

143 


